
　ス
マ
ー
ト
フ
�
ン
の
普
及
で
、
携
帯
電
話

は
幅
広
い
年
齢
層
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
、
次
の
事
例
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ

ル
の
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

相
談
事
例
①

　携
帯
電
話
に﹁
以
前
利
用
し
た
有
料
サ
イ
ト

を
無
料
期
間
内
に
退
会
し
て
い
な
い
た
め
、

料
金
が
発
生
し
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
放
置
す

れ
ば
身
辺
調
査
に
入
る
﹂と
い
っ
た
内
容
の

メ
ー
ル
が
、
知
ら
な
い
業
者
か
ら
届
い
た
。

　し
か
し
、
該
当
の
有
料
サ
イ
ト
を
利
用
し

た
覚
え
は
ま
っ
た
く
な
い
。

ア
ド
バ
イ
ス

こ
れ
は
架
空
請
求
で
す
�

★ 

以
前
は
、
ハ
ガ
キ
が
主
な
手
段
で
し
た
が
、

最
近
は
、
携
帯
電
話
に
メ
ー
ル
で
届
く
と

い
う
相
談
の
事
例
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　﹁
法
的
措
置
﹂や﹁
身
辺
調
査
﹂な
ど
と
脅
迫

め
い
た
言
葉
を
使
い
、
不
安
に
さ
せ
て
、
連
絡

を
さ
せ
る
手
口
で
す
。

　絶
対
に
連
絡
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
�

う
。

相
談
事
例
②

　小
学
生
の
孫
が
私
の
ス
マ
ー
ト
フ
�
ン
で

遊
ん
で
い
た
ら
、
サ
イ
ト
に
つ
な
が
り
高
額

な
登
録
料
を
請
求
さ
れ
た
。
年
齢
確
認
画
面

が
出
た
よ
う
だ
が
、
孫
は
よ
く
分
か
ら
な
い

ま
ま
画
面
を
触
っ
た
よ
う
だ
。

ア
ド
バ
イ
ス

パ
ソ
コ
ン
で
多
い
ワ
ン
ク
リ
�
ク
請
求
の
手

口
で
す
�

★ 

年
齢
確
認
画
面
を
触
っ
た
だ
け
で
は
、
契

約
は
成
立
し
た
と
は
い
え
な
い
の
で
支
払

う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　ス
マ
ー
ト
フ
�
ン
は
パ
ソ
コ
ン
と
ほ
ぼ
同

様
の
機
能
が
あ
り
な
が
ら
、
子
ど
も
で
も
簡
単

に
操
作
が
で
き
る
た
め
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　メ
ー
ル
が
届
い
た
り
、﹁
登
録
完
了
﹂の
画
面

が
出
た
り
し
た
時
点
で
は
、
契
約
者
の
個
人

情
報
は
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　不
安
に
な
り
、
相
手
に
連
絡
を
し
て
し
ま

う
と
、
個
人
情
報
が
漏
れ
て
し
ま
う
だ
け
で

な
く
、
高
額
の
請
求
を
受
け
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　た
だ
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
�
ン
で
は
、
不
正

な
ア
プ
リ
か
ら
電
話
番
号
な
ど
の
情
報
が
伝

わ
っ
て
し
ま
う
場
合
も
あ
る
の
で
、
知
ら
な

い
番
号
に
は
出
な
い
な
ど
の
対
策
を
と
り
ま

し
�
う
。

　ス
マ
ー
ト
フ
�
ン
は
、
従
来
の
携
帯
電
話

と
は
異
な
る
特
性
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
、

子
ど
も
に
扱
わ
せ
る
場
合
は
十
分
に
注
意
し

ま
し
�
う
。

110番

消

費生活
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

ト
ラ
ブ
ル
に
注
意
！

 

今
月
の
ポ
イ
ン
ト

消
費
生
活
相
談
の
お
知
ら
せ

か
す
や
中
南
部

広
域
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

▼ 

開
設
日

　月
曜
�
金
曜

 

︵
祝
日
・
年
末
年
始
は
休
み
︶

▼ 

相
談
時
間

　10
時
�
15
時
30
分

▼ 

場

　所

 

志
免
町
地
域
安
全
安
心
セ
ン
タ
ー
２
階

 

︵
志
免
町
志
免
中
央
１
の
10
の
10
︶

▼ 

問
い
合
わ
せ
先

 

☎
９
３
６
・
１
５
９
４

須
恵
町
消
費
生
活
出
張
相
談
窓
口

▼ 

開
設
日

　第
２
・
第
４
月
曜

 

︵
祝
日
・
年
末
年
始
は
休
み
︶

▼ 

相
談
時
間

　10
時
�
12
時

▼ 

場

　所

 

須
恵
町
役
場
２
階
会
議
室

 

︵
地
域
振
興
課
前
︶

▼ 

問
い
合
わ
せ
先

　☎
９
３
２
・
１
４
３
８

※ 

電
話
で
の
ご
相
談
の
際
は
、
お
手
元
に

書
類
な
ど
を
準
備
し
て
ご
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

※ 

来
所
相
談
の
際
は
、
事

前
に
電
話
に
て
必
要
書

類
の
確
認
、
相
談
日
時

の
調
整
を
し
て
い
た
だ

く
と
円
滑
に
相
談
が
で

き
ま
す
。
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　須恵町コミュニティバスでは、小学生以下の子ども、65歳以上の人ならびに障がいがある人には料金の減

免を行なっています。65歳以上の人は、健康福祉課発行の介護保険被保険者証を、障がいがある人は、所持

している身体障害者手帳などを乗務員に提示することとしています。

　平成30年8月1日から、介護保険被保険者証や障害者手帳などに代わるものとして須恵町コミュニティバス

料金減免証を発行します。減免証が必要な人は、次のとおりまちづくり課で申請してください。

ご不明な点は、まちづくり課　コミュニティ係までお問い合わせください。

問い合わせ先　まちづくり課　コミュニティ係

　　　　　　 ☎ 932-1153（ダイヤルイン）

　　　　　　 ☎ 932-1151（内線342）

【申請手順】

① まちづくり課窓口で須恵町コミュニティ

バス料金減免証明申請書に必要事項を記

入してください。その際、減免対象の証

明となる介護保険被保険者証や身体障害

者手帳などを提示してください。

② まちづくり課で審査を行い、須恵町コミ

ュニティバス料金減免証を発行します。

③ 須恵町コミュ二ティバスをご利用の際は、

必ず減免証を乗務員に提示してください。

須恵町コミュニティバス料金減免証を交付します

※ この減免証は、介護保険被保険者

証や身体障害者手帳などの代わり

になるものです。コミュニティバ

スをご利用の際に、今までどおり

介護保険被保険者証や身体障害者

手帳などを提示いただいても減免

いたします。

表面

裏面
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